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平成 １８ 年６ ／ １５

６月１日現在　推計（前月比）
（１０６増）７８,５４２人　口

（７９増）
（２７増）

３９,２２５
３９,３１７

　　男
　　女

（７１増）３８,３３７世帯数

　
　

歳
以
上
の
健
康
で
、
働
く
意
欲

６０
の
あ
る
方
な
ら
、
ど
な
た
で
も
会
員

に
な
れ
ま
す
。
ご
自
分
の
持
っ
て
い

る
経
験
や
知
識
を
、
地
域
社
会
の
た

め
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い
る
方

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

 　

説
明
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

後
日
入
会
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
日

程
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
会
費
〕
年
額
１
�
０
０
０
円

入
会
手
続
き

　

西
河
原
公
園
に
高
齢
者
が
気

軽
に
運
動
で
き
る
う
ん
ど
う
教

室
を
開
設
し
ま
す
。
体
力
に
自

信
の
無
い
方
な
ど
、
ど
な
た
で

も
気
軽
に
ご
参
加
で
き
る
教
室

で
す
。
こ
の
機
会
に
、
楽
し
み

な
が
ら
運
動
の
仲
間
づ
く
り
・

習
慣
化
を
身
に
付
け
て
み
ま
せ

ん
か
。

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

遊
具
の
使
い
方
や
運
動
体
験

も
あ
り
ま
す
。
教
室
に
参
加
し

な
い
方
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕６
月　

日
�
午
前　

時

２９

１０

　

分
か
ら
（
小
雨
決
行
）

３０〔
会
場
〕西
河
原
公
園（
噴
水
横
）

▽
う
ん
ど
う
教
室

〔
日
時
〕毎
月
第
１
金
曜
日
午
前

　

時　

分
か
ら

１０

３０

〔
会
場
〕西
河
原
公
園（
噴
水
横
）

※
初
回
は
体
力
測
定
会
の
た
め
、

７
月
５
日
�
午
後
１
時
に
あ
い

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
。

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
指
導
員
募
集

　
　

日
�
午
前　

時
か
ら
あ
い

１６

１０

と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
で
行
う
説
明

会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕高
齢
福
祉
課

〔
サ
ー
ビ
ス
分
野
〕
家
庭
内
清
掃
、

家
事
援
助
（
買
い
物
・
洗
濯
・
食
事

準
備
等
）、
家
具
の
移
動
、
粗
大
ご
み

出
し
、
犬
の
散
歩
、
植
木
の
水
や
り
、

片
付
け
、
換
気
扇
の
清
掃
等

〔
作
業
分
野
〕
事
務
所
内
清
掃
、
マ

ン
シ
ョ
ン
・
ア
パ
ー
ト
清
掃
、
除
草
、

芝
刈
り
、
事
務
所
・
店
舗
内
の
雑
役
、

イ
ベ
ン
ト
手
伝
い
、
軽
作
業
（
袋
貼

り
・
糊
付
け
・
袋
詰
め
・
ラ
ベ
ル
貼

り
等
）

〔
事
務
・
管
理
分
野
〕
一
般
事
務
、

経
理
事
務
、
伝
票
整
理
、
検
品
・
在

庫
管
理
、
施
設
管
理
、
マ
ン
シ
ョ
ン
・

ア
パ
ー
ト
な
ど
の
管
理

〔
専
門
的
分
野
〕パ
ソ
コ
ン
教
室（
パ

ソ
コ
ン
入
門
、
ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
・

デ
ジ
カ
メ
等
各
コ
ー
ス
基
本
か
ら
応

用
ま
で
）、
パ
ソ
コ
ン
の
出
張
指
導
・

設
置
等
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
編
集
、

機
関
紙
の
作
成
等
、
学
習
教
室
（
小

学
校
４
・
５
・
６
年
生
）、
毛
筆
筆
耕

（
賞
状
・
名
札
・
宛
名
書
き
）

　

そ
の
ほ
か
、
高
齢
者
に
適
し
た
仕

事
で
あ
れ
ば
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
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かいだん
うんどう

つまづかない
うんどう

背中と腰を
伸ばすうんどう

全身のびのび
うんどう

上腕うんどう

腹筋･背筋
うんどう

ふらつかないうんどう 腕立て伏せ
うんどう

 　

企
業
・
家
庭
や
公
共
団
体
な
ど
か

ら
発
注
の
あ
っ
た
仕
事
を
会
員
に
紹

介
し
ま
す
（
働
く
日
数
や
収
入
の
保

証
は
し
て
い
ま
せ
ん
）。発
注
者
お
よ

び
セ
ン
タ
ー
と
会
員
と
の
間
に
は
雇

用
関
係
は
発
生
し
ま
せ
ん
。

 　

会
員
が
働
い
た
仕
事
の
実
績
に
応

じ
て
、
報
酬
と
し
て
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
「
配
分
金
」
が
支
払

わ
れ
ま
す
。

 　

会
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、

仕
事
中
の
け
が
や
仕
事
先
で
の
損
害

な
ど
に
つ
い
て
「
シ
ル
バ
ー
保
険
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

仕
事
の
ご
依
頼
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。
ご
相
談
、
お
見
積
も

り
の
う
え
、
お
客
様
と
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
契
約
を
結
び

ま
す
。
ご
依
頼
の
内
容
に
合
わ
せ
て

会
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

 
〔
技
能
分
野
〕
植
木
せ
ん
定
、
大
工

仕
事
、
電
気
、
塗
装
、
ク
ロ
ス
貼
り
、

襖
・
障
子
張
り
替
え
、
網
戸
張
り
替

え
等 仕

事
の
紹
介

配
分
金

安
全
に
働
く

主
な
仕
事
は
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徒
歩
…
和
泉
多
摩
川
駅
か
ら　

分
１５

　
　
　

猪
方
交
番
が
目
印
で
す

バ
ス
…
狛
江
駅
南
口
か
ら
「
喜
多
見
住

宅
」
行
き
「
猪
方
」
バ
ス
停
下

車
徒
歩
２
分

狛江市
シルバー人材
センター

小田急線至小田原 至新宿

和泉多摩川駅 狛江駅

←至町田

至渋谷→

世田谷通り
旧　道

猪方バス停
N

交番

南
部
地
域

セ
ン
タ
ー

銀
行

猪方４－１３－１
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うんどう遊具
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　平成１７年度の当初予算額は２１２億７，６００万

円で、６回の補正により２億３，０６０万円を増

額して、前年度からの繰越事業分の３，９９４万

円を含めた予算額は、２１５億４，６５４万円とな

っています。

　３月３１日現在の予算額に対する執行状況

を歳入と歳出に分けると図（一般会計予算

の執行状況）のとおりです。

　収入済額は２０３億４，６５１万円で、予算現額

に対し９４．４％の収入率になっています。

　支出済額は１９５億１，１６３万円で、予算現額

に対し９０．６％の執行率になっています。

　各会計別予算の執行状況は、表のとおりです。

　市債は、市の借金で小・中学校、公共下

水道等の整備の一部として国や都、銀行な

どから借りているものです。

　市債の借入の状況は表のとおりです。

　庁舎、学校、市民センター、地域センタ

ーなどの建物や土地、その他の財産は次の

とおりです。

▽土地　３２万２，０５１㎡　

▽建物　１２万２，５４６㎡　

▽各基金計　５億８，２６３万円

■各会計別予算の執行状況

執
行
率

収
入
率

執行済額収入済額
歳入・歳出予算現額区　分

会計名 合　計下半期上半期当初予算

９０．６９４．４１９５億１，１６３２０３億４，６５１２１５億４，６５４△７，４３４３億４，４８８２１２億７，６００一 般 会 計

８９．１８７．３６４億２，４２９６２億９，５９１７２億　９８１４７１３億８，１９７６８億２，３１３国民健康
保 険

特　
　

別　
　

会　
　

計

９１．０９３．０５０億５，７４４５１億７，２２５５５億５，９９７３億８，９６５４，１９６５１億２，８３６老人保健
医 療

８９．７９６．８２９億２，２８１３１億５，５６７３２億５，９９６５，５１１４，１２５３１億６，３６０介護保険

６１．６５４．９１３億８，３６１１２億３，２６６２２億４，５６０△５，６１３４，７５０２２億５，４２３公 共
下 水 道

９９．１７０．４６，７９７４，８２８６，８５７△２４５７，１０２駐 車 場
事 業

８４．７９３．２５億１，７１９５億６，９４６６億１，０７３△１億２，９８７７億４，０６０受託水道
事 業

８８．６９０．９３５８億８，４９４３６８億２，０７４４０５億　１１８１億８，６６８８億５，７５６３９４億５，６９４合　　計
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（単位：万円、％）

歳入

市税
１０５億４，７９３万円

４８．９％

国・都支出金
３８億２，７２６万円
１７．８％

国・都支出金
３８億２，７２６万円
１７．８％

市債
１２億１，０４０万円
５．６％

地方交付税
９億８，０４６万円
４．５％

地方消費税
交付金
７億８５４万円
３．３％

繰越金
６億６，７１６万円
３．１％

地方特例交付金
５億１，１１０万円
２．４％

その他の収入
１８億９，３６６万円
８．８％

収入見込
１２億３万円
５．６％

総額
２１５億４，６５４万円

歳出
民生費

７５億４３４万円
３４．８％

公債費
２５億１４０万円
１１．６％

公債費
２５億１４０万円
１１．６％

衛生費
２３億５，３０１万円
１０．９％

衛生費
２３億５，３０１万円
１０．９％

総務費
２２億５，６１２万円
１０．５％

教育費
２１億９，５０５万円
１０．２％

消防費
１１億１，１６７万円
５．２％

土木費
１０億５，９８４万円
４．９％

その他の支出
５億３，０２０万円
２．５％

支出見込
２０億３，４９１万円
９．４％

総額
２１５億４，６５４万円

■一般会計予算の執行状況

■市債現在高の状況

借入残高

２，４０９，９２２一 般 会 計

４３３，８０２公 共 下 水 道 特 別 会 計

３６，５９０駐 車 場 事 業 特 別 会 計

２，８８０，３１４　 合　 　 　 計　

■目的別現在高

構成比借入残高

２６．６％７６６，０００土 木 債

１６．１％４６４，４９４臨時財政対策債

１５．８％４５５，５３５教 育 債

１２．０％３４５，５０８減 税 補 て ん 債

８．０％２３１，１２０民 生 債

２．７％７９，４４３衛 生 債

１．１％３１，２３２臨時税収補てん債

０．５％１３，５７６消 防 債

０．４％１０，５５７総 務 債

０．２％６，３９０地域活性化事業債

０．２％６，０６７減収補てん特例債

１５．１％４３３，８０２下 水 道 債

１．３％３６，５９０駐車場整備事業債

■借入先別現在高
▽一般会計

構成比借入残高

３４．１％８２１，８７７財 務 省

２１．２％５１１，１８１東 京 都

２０．１％４８４，０５５市 中 銀 行

１８．８％４５３，４７１総 務 省

４．１％９７，７８９公営企業金融公庫

１．７％４１，５４９共 済 等

１００．０％２，４０９，９２２　合　　　 計　

▽公共下水道特別会計

構成比借入残高

４８．５％２１０，４６６財 務 省

３７．１％１６０，８２７公営企業金融公庫

１４．４％６２，５０９総 務 省

１００．０％４３３，８０２　合　　　 計　

▽駐車場事業特別会計

構成比借入残高

６６．０％２４，１６２公営企業金融公庫

３４．０％１２，４２８総 務 省

１００．０％３６，５９０　合　　　 計　

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）

（単位：万円）
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�　広報こまえ　平成 １８ 年（２００６ 年）６ 月 １５ 日

　
　
　

麦　

秋

　
「
大
麦
の 
早  
生 
だ
と
、六
月
一
日
の

わ 

せ

鮎
解
禁
の
こ
ろ
に
は
、
麦
刈
り
す
る

よ
う
だ
っ
た
ね
ぇ
。
そ
の
年
の
天
候

に
も
よ
る
し
、
同
じ
狛
江
だ
っ
て
土

地
に
も
よ
る
け
ど
。

　

主
人
は
出
征
し
て
て
い
な
い
の
で
、

 
舅 
が
ね
、
麦
ぃ
刈
ら
な
く
っ
ち
ゃ
っ

し
ゅ
う
と

て
、
朝
早
く
出
て
行
っ
た
の
。
そ
い

で
、
わ
た
し
も
後
か
ら
畑
に
行
っ
た

と
こ
ろ
が
、
ま
あ
、
だ
あ
れ
も
い
な

い
。
わ
た
し
一
人
な
ん
だ
よ
ね
ぇ
。

大
き
な
お
な
か
を
抱
え
て
ね
、
一
人

で
ぼ
つ
ぼ
つ
刈
り
ま
し
た
よ
。
忘
れ

も
し
な
か
っ
た
。
あ
の
と
き
の
こ
と
。

舅
の
信
太
郎
じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
漁
師

も
や
っ
た
く
ら
い
だ
か
ら
、
釣
り
が

好
き
で
ね
ぇ
。
麦
ぃ
刈
る
ど
こ
じ
ゃ

な
い
、
鮎
釣
り
に
多
摩
川
へ
行
っ
ち

ゃ
っ
て
た
ん
で
す
よ
。

　

た
し
か
、
ヤ
バ
ネ
と
か
い
う
麦
で
、

鮎
釣
り
が
は
じ
ま
る
こ
ろ
に
は
刈
り

ま
し
た
か
ら
ね
ぇ
」。

　

こ
れ
は
、
中
和
泉
の
大
正
十
年
生

ま
れ
の
方
の
話
で
す
。
夫
や
若
い
衆

は
出
征
し
て
し
ま
い
、
男
手
と
い
え

ば
年
寄
り
と
子
ど
も
だ
け
と
い
う
家

が
多
か
っ
た
、
昭
和
十
八
年
ご
ろ
の

麦
秋
の
こ
と
で
す
。

　

昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
の

初
め
こ
ろ
ま
で
は
、
六
月
と
も
な
れ

ば
麦
を
刈
る
人
た
ち
の
姿
が
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
ま
し
だ
。
そ
の
後
、
麦

畑
は
野
菜
作
り
に
変
わ
っ
た
り
、
宅

地
化
し
た
り
し
て
、
麦
刈
り
を
目
に

す
る
こ
と
も
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。

自
家
用
の
小
麦
粉
に
す
る
た
め
に
、

数
年
前
ま
で
小
麦
を
作
っ
て
い
た
の

は
、
上
和
泉
の
荒
井
繁
家
と
駒
井
の 

 

橋
賢
二
家
な
ど
で
し
た
。 

橋
さ

ん
の
と
こ
ろ
は
、
昭
和
六
十
年
ま
で

水
田
の
米
作
り
を
続
け
て
き
た
農
家

で
す
。
昨
年
ま
で
オ
カ
ブ
（ 
陸  
稲 
）

お
か 
ぼ

を
作
っ
て
い
た
畑
は
、
四
年
前
ま
で

は
麦
畑
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

麦
の
穂
が 
熟 
れ
て
刈
り
取
る
の
は
、

う

大
麦
や
裸
麦
（
大
麦
の
変
種
）
が
五

月
末
か
ら
六
月
上
旬
こ
ろ
ま
で
で
、

小
麦
が
中
旬
か
ら
下
旬
。
梅
雨
に
か

か
る
の
で
、
晴
れ
間
を
み
て
の
仕
事

に
な
り
ま
す
。
田
植
え
も
待
っ
て
い

ま
す
。
六
月
は
農
家
の
い
ち
ば
ん
忙

し
い
と
き
で
し
た
。

　

脱
穀
し
た
後
の
ム
イ
カ
ラ
（
麦
わ

ら
）
は
、
太
く
て
し
っ
か
り
し
た
小

麦
カ
ラ
が
屋
根 
葺 
き
の
大
切
な
材
料

ふ

と
な
っ
て
い
た
こ
ろ
に
は
、
よ
く
乾

燥
し
て
か
ら
束
ね
て
、 
納  
屋 
な
ど
に

な 

や

積
ん
で
お
き
ま
し
た
。
柔
ら
か
い
大

麦
の
カ
ラ
は
、
夏
野
菜
の
根
元
に
敷

い
た
り
、
ご
飯
炊
き
や
お
茶
ど
き
の

湯
を
わ
か
す
炊
き
も
の
に
も
使
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
麦

わ
ら
細
工
も
多
く
は
大
麦
の
カ
ラ
で

し
た
。
小
麦
カ
ラ
は
粗
末
に
せ
ず
、

子
ど
も
の
遊
び
に
は
使
わ
せ
な
か
っ

た
家
も
あ
り
ま
す
。

　

十
時
の
お
茶
の
と
き
な
ど
、
子
ど

も
た
ち
は
年
寄
り
に
教
わ
り
な
が
ら
、

ム
ギ
カ
ラ
カ
ゴ
を
編
む
こ
と
も
よ
く

や
っ
た
も
の
で
す
。「
さ
ん
ざ
ホ
タ
ル

カ
ゴ
編
ん
だ
ね
ぇ
。
ち
ょ
っ
と
湿
ら

せ
て
ね
」。少
し
口
を
広
く
し
た
か
ご

に
は
、
赤
く
色
づ
い
た
タ
ワ
ラ
グ
ミ

や
ユ
ス
ラ
ウ
メ
を
入
れ
ま
し
た
。

　

麦
わ
ら
で
は
、
シ
ャ
ボ
ン
玉
も
よ

く
飛
ば
し
て
遊
び
ま
し
た
。
石
け
ん

水
に
松
や
に
を
溶
か
し
て
吹
く
と
、

と
て
も
色
が
よ
く
な
っ
て
、
夢
が
ひ

ろ
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　
　

中　

島　

惠　

子

　
（
狛
江
市
文
化
財
専
門
委
員
）
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�
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�
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都
市
計
画
法
に
基
づ
き
、
市
は

平
成　

年
９
月
に
用
途
地
域
等
の

１７

敷
地
面
積
最
低
限
度
１
０
０
�
以

上
を
定
め
、
原
案
を
都
に
提
出
し

ま
し
た
。

　

都
と
協
議
を
重
ね
、
平
成　

年
１８

５
月　

日
に
東
京
都
都
市
計
画
審

２４

議
会
で
付
議
さ
れ
、
市
の
原
案
ど

お
り
用
途
地
域
等
の
変
更
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

　

都
市
計
画
変
更
の
告
示
は
、
６

月　

日
�
の
予
定
で
す
。

２３

　

変
更
後
は
、
ゆ
と
り
あ
る
良
好

な
住
宅
地
を
誘
導
す
る
た
め
、
第

一
種
低
層
住
居
専
用
地
域
で
、
新

た
に
１
０
０
�
未
満
に
分
割
し
た

土
地
に
は
、
家
は
建
て
ら
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

変
更
後
の
都
市
計
画
図
は
、
市

民
課
で
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す

（
１
部
５
２
０
円
）。

　

ま
た
、
変
更
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課
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�
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����������
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新
し
い
風
補
助
金
は
、
先
駆
的

活
動
や
特
色
あ
る
活
動
を
行
う
団

体
の
事
業
に
対
し
て
財
政
支
援
を

行
う
も
の
で
す
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
▽
事
業
報

２４

告
会
は
午
前　

時
か
ら
▽
プ
レ
ゼ

１０

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
選
考
会
は

午
後
１
時
か
ら

〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

〔
問
い
合
わ
せ
〕
市
民
協
働
課

�
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�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�

�

�

�

�

�

�

�

	




�

�

�

�

�

�

������������������

������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

歳
以
上
の
都
民
の
方
に
、
申

７０
し
込
み
に
よ
り
発
行
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
発
行
を
受
け
る

１８

方
で
、
平
成　

年
度
市
・
都
民
税

１７

が
非
課
税
の
方
は
、
そ
れ
を
証
明

で
き
る
書
類
（
平
成　

年
度
市
・

１７

都
民
税
非
課
税
証
明
書
・
介
護
保

険
料
納
入
（
決
定
）
通
知
書
で
所

得
段
階
区
分
１
〜
３
が
記
載
の
も

の
等
）
を
提
示
す
る
と
、
経
過
措

置
と
し
て
１
�
０
０
０
円
で
発
行

し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
市
・
都
民
税
が
課

１７

税
の
方
は
、
年
間
２
万
５
１
０
円

（
４
〜
９
月
に
発
行
分
は
１
万
２

５
５
円
）
の
負
担
金
が
必
要
で
す
。

※
申
し
込
む
際
は
、
本
人
を
確
認

で
き
る
も
の
（
運
転
免
許
証
・
健

康
保
険
証
）
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

〔
利
用
可
能
交
通
機
関
〕
都
バ
ス
、

都
営
地
下
鉄
、
都
電
、
都
内
民
営

バ
ス

〔
申
し
込
み
〕
小
田
急
バ
ス
狛
江

営
業
所

〔
問
い
合
わ
せ
〕
�
東
京
バ
ス
協

会
�
（
５
３
０
８
）
６
９
５
０

�
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�

�
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平
成　

年
度
国
民
健
康
保
険
税
の

１８

納
税
通
知
書
を
７
月　

日
�
に
発
送

１２

し
ま
す
。
国
民
健
康
保
険
税
は
、
医

療
給
付
費
に
要
す
る
保
険
税
（
基
礎

課
税
分
）
と
、　

歳
か
ら　

歳
ま
で

４０

６４

の
方
が
対
象
の
介
護
納
付
金
に
要
す

る
保
険
税
（
介
護
納
付
金
分
）
の
合

算
額
で
す
。
そ
の
税
率
等
は
別
表
の

と
お
り
で
す
。
納
期
は
、
７
月　

日
３１

か
ら
翌
年
２
月　

日
ま
で
に
か
け
て

２８

の
８
回
払
い
で
す
。

〔
保
険
税
の
軽
減
〕
前
年
の
合
計
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
は
、
保
険

税
を
減
額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
住
民
税
の
申
告
に
基

づ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。
申
告
を
し

て
い
な
い
方
は
、
至
急
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

〔
保
険
税
の
減
免
〕
次
の
よ
う
な
場

合
に
は
、
納
期
限
７
日
前
ま
で
に
事

情
を
証
明
す
る
書
類
を
添
え
て
減
免

申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
�
生

活
保
護
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
と

き
�
納
税
義
務
者
ま
た
は
同
居
の
親

族
が
、
死
亡
・
失
職
・
廃
業
・
疾
病

等
に
よ
り
、
収
入
が
著
し
く
減
少
し
、

生
活
が
困
難
に
な
っ
た
と
き
�
災
害

等
に
よ
り
資
産
に
重
大
な
損
害
を
受

け
た
と
き
�
１
世
帯
に
被
保
険
者
が

３
人
以
上
加
入
し
て
い
て
、
収
入
が

一
定
額
以
下
の
場
合

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納納
税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
ししししししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

国
民
健
康
保
険
税
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

平
成　

年
度
介
護
保
険
料
納
入
通

１８

知
書
を
７
月
初
旬
に
発
送
し
ま
す
。

■
普
通
徴
収

　

年
金
額
が
年
額　

万
円
未
満
の
方

１８

や
、
年
金
の
種
別
が
老
齢
年
金
・
退

職
共
済
年
金
・
障
害
年
金
・
遺
族
年

金
以
外
の
方
が
対
象
で
す
。

　

納
期
の
回
数
は
、
第
１
期
（
７
月

末
）
か
ら
第
８
期
（
翌
年
２
月
末
）

ま
で
の
８
回
納
付
と
な
り
ま
す
。

　

納
め
方
は
金
融
機
関
な
ど
の
窓
口

で
の
納
付
の
ほ
か
に
、
預
金
口
座
か

ら
自
動
的
に
引
き
落
と
す
口
座
振
替

の
方
法
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成　

年
２
月
か
ら　

年

１７

１８

１
月
末
ま
で
の
間
に　

歳
到
達
や
転

６５

入
で
市
の
第
１
号
被
保
険
者
に
な
っ

た
方
で
、
平
成　

年
４
月
１
日
時
点

１８

で
年
額　

万
円
以
上
の
老
齢（
退
職
）

１８

年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
方
は
、
年

度
前
半
の
９
月
ま
で
は
普
通
徴
収
で
、

後
半
の　

月
以
降
は
年
金
か
ら
介
護

１０

保
険
料
を
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
で

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
回
お
届

け
す
る
納
入
通
知
書
で
、
第
３
期
ま

で
の
保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
平
成　

年　

月
以
降
の
年

１８

１０

金
支
給
か
ら
は
、
年
金
か
ら
の
天
引

き
に
な
り
ま
す
。

■
特
別
徴
収

　
　

歳
以
上
の
方
（
第
１
号
被
保
険

６５
者
）
で
、
年
額　

万
円
以
上
の
老
齢

１８

年
金
・
退
職
共
済
年
金
・
障
害
年
金
・

遺
族
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
が
対

象
で
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
特
別
徴
収
の
納

入
通
知
書
は
、
年
金
支
給
日
に
年
金

か
ら
介
護
保
険
料
を
天
引
き
す
る
と

い
う
通
知
で
あ
り
、
新
た
に
現
金
で

の
納
入
を
お
願
い
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

保
険
料
天
引
き
は
、
仮
徴
収
と
本

算
定
の
２
通
り
で
す
。仮
徴
収
は
４
・

６
・
８
月
に
原
則
と
し
て
平
成　

年
１８

２
月
と
同
額
を
天
引
き
し
ま
す
。

　

本
算
定
以
後
は
、
決
定
し
た
平
成

　

年
度
保
険
料
か
ら
４
・
６
・
８
月

１８の
仮
徴
収
の
合
計
額
を
差
し
引
い
た

残
額
を　

・　

月
、
平
成　

年
２
月

１０

１２

１９

の
３
回
に
割
り
振
り
天
引
き
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
度
途
中
に
所
得
税
の
申

告
な
ど
が
原
因
で
市
民
税
に
変
更
が

生
じ
、
介
護
保
険
料
の
所
得
段
階
が

上
位
に
変
更
に
な
っ
た
方
は
、
増
額

分
を
普
通
徴
収
で
納
付
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

社
会
保
険
庁
へ
の
年
金
の
現
況
届

の
提
出
を
忘
れ
る
な
ど
で
年
金
支
給

が
停
止
に
な
る
と
、
特
別
徴
収
か
ら

普
通
徴
収
に
移
行
し
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

■平成１8年度国民健康保険税の税率等

介護納付金分医　療　分

１１,０００円２８,６００円均 等 割 額

２,０００円平 等 割 額

１.１７％５.７６％所 得 割 税 率

１８.２０％資 産 割 税 率

９万円５３万円賦 課 限 度 額

※介護納付金は４０歳から６４歳までの方が対象となります。
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一
部
を
助
成
す
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
す
。

〔
対
象
〕
昭
和　

年
７
月
２
日
か
ら

１１

昭
和　

年
６
月　

日
ま
で
に
生
ま
れ

１２

３０

た　

歳
未
満
の
方
で
、
次
の
�
と
�

７０
の
両
方
に
あ
て
は
ま
る
方
で
す
。

�
平
成　

年
中
の
本
人
の
所
得
が
、

１７

別
表
の
所
得
制
限
基
準
額
以
下
で
あ

る
こ
と

�
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
ま
た
は

社
会
保
険
な
ど
の
被
扶
養
者
で
あ
る

こ
と

※
社
会
保
険
本
人
の
方
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る
方
や
老
人
保
健
法
の

医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

〔
申
請
期
間
〕
６
月　

日
�
ま
で
。

２０

た
だ
し
、
狛
江
市
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
方
、
現
在
○福
 

医
療
証

を
お
持
ち
の
方
は
申
請
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

〔
申
請
に
必
要
な
も
の
〕
健
康
保
険

証
・
印
鑑
・
身
体
障
害
者
手
帳
（
交

付
さ
れ
て
い
る
方
の
み
）・
平
成　

年
１８

度
住
民
税
課
税
（
非
課
税
）
証
明
書

（
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
市
内
に

１８

転
入
し
た
方
）

　

新
し
い
○福
 

医
療
証
は
、
６
月
下
旬

に
郵
送
し
ま
す
。
７
月
１
日
以
降
受

診
す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
○福
 

医

療
証
と
健
康
保
険
証
を
一
緒
に
医
療

機
関
の
窓
口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
お
持
ち
の
○福
 

医
療
証

は
７
月
１
日
以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん

の
で
保
険
年
金
課
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）。

※
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
外

来
お
よ
び
入
院
時
の
一
部
負
担
金
の

上
限
額
（
月
額
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

軽
減
を
受
け
る
に
は
○福
 

限
度
額
適
用

認
定
証
の
申
請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
○福
 

医
療
費
助
成
制
度
は
平

成　

年
６
月　

日
で
終
了
し
ま
す
。

１９

３０

更
新
は
今
回
が
最
後
で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

 　

新
た
に
生
け
垣
を
設
置
す
る
場
合

や
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
を
撤
去
し
て
生
け

垣
に
改
造
す
る
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　

な
お
、
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は

事
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

〔
補
助
の
対
象
要
件
〕
▽
生
け
垣
用

樹
木
の
高
さ
が
お
お
む
ね
１
�
以
上

で
あ
る
こ
と
▽
生
け
垣
の
総
延
長
が

３
�
以
上
で
あ
る
こ
と
▽
道
路
に
面

し
、
そ
の
道
路
の
幅
員
が
４
�
以
上

で
あ
る
こ
と

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

 　

雨
水
を
地
下
へ
浸
透
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
湧
き
水
や
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

樹
木
の
緑
を
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

雨
水
を
で
き
る
だ
け
地
下
に
浸
透

さ
せ
る
た
め
に
、
雨
水
浸
透
ま
す
の

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
内
の

個
人
住
宅
等
で
１
戸
に
つ
き
４
基
ま

で
助
成
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
規
格

に
よ
り
助
成
単
価
が
異
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
申
請
に
つ
い
て
は
市
指
定

下
水
道
工
事
店
が
皆
さ
ん
に
代
わ
っ

て
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
環
境
改
善
課

 　

私
立
幼
稚
園
等
に
通
園
す
る
幼
児

の
保
護
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
、
３
種
類
の
補
助
金
制
度
が
あ
り

ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
申
請
書
の
受
け
付

１８

け
は
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

〔
対
象
〕
市
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

生
け
垣
を
作
り
ま
せ
ん
か

雨
水
浸
透
ま
す
設
置
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す

私
立
幼
稚
園
児
の
保
護
者
に

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

国
人
登
録
が
あ
る
３
〜
５
歳
児
（
平

成　

年
４
月
２
日
〜　

年
４
月
１
日

１２

１５

生
ま
れ
）
を
私
立
幼
稚
園
等
に
通
園

さ
せ
、
入
園
料
・
保
育
料
を
納
め
て

い
る
保
護
者

〔
保
護
者
補
助
金
〕
平
成　

年
度
の

１８

市
民
税
所
得
割
額
を
基
準
に
、
該
当

す
る
方
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
就
園
奨
励
費
補
助
金
〕
平
成　

年
１８

度
の
市
民
税
所
得
割
額
を
基
準
に
、

該
当
す
る
方
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

〔
新
入
園
支
度
金
〕
２
万
円
（
平
成

　

年
４
月
１
日
以
降
に
入
園
し
た
方
。

１８１
人
１
回
限
り
）

〔
申
請
方
法
〕
６
月　

日
�
ま
で
に

２３

幼
稚
園
で
配
布
さ
れ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
通
園
す
る
幼
稚

園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
、
幼
稚
園
を
と
お
し
て
配

布
す
る
「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
校
教
育
課

 
〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
１
時
〜

２８

８
時

〔
会
場
〕
谷
戸
橋
地
区
セ
ン
タ
ー

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
都
市
計
画

整
備
局
街
路
計
画
課
�（
５
３
８
８
）

３
２
７
９

 　

都
は
、
野
川
、
仙
川
お
よ
び
入
間

川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
、
地
域
の

皆
さ
ん
や
学
識
経
験
者
の
ご
意
見
を

伺
い
、「
野
川
流
域
河
川
整
備
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

次
の
場
所
で
、
計
画
書
が
閲
覧
で

き
ま
す
。

〔
閲
覧
場
所
〕
東
京
都
建
設
局
河
川

外
環
道
の
都
市
計
画
変
更
お
よ

び
環
境
影
響
評
価
準
備
書
に
関

す
る
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

野
川
流
域
の
河
川
整
備
計
画

が
策
定
さ
れ
ま
し
た

部
、
東
京
都
北
多
摩
南
部
建
設
事
務

所
、
東
京
都
建
設
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.kensetsu.m

e
tro.tokyo.jp

）

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
建
設
局
計

画
課
�（
５
３
２
０
）５
４
１
５

 　

貯
水
槽
水
道
の
適
正
な
管
理
に
つ

い
て
の
助
言
等
市
内
の
貯
水
槽
の
点

検
調
査
を
６
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
実
施

し
ま
す
。
貯
水
槽
を
利
用
し
て
い
る

方
に
は
、
事
前
に
往
復
は
が
き
を
送

付
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
東
京
都
水
道
局
の
証
明

す
る
顔
写
真
付
き
名
札
を
着
用
し
て

訪
問
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
水
道
局
技

術
指
導
課
�
０
４
２
（
５
２
７
）
３

０
３
５

 　

予
約
不
要
・
無
料
で
、
企
業
の
担

当
者
と
直
接
面
談
が
で
き
ま
す
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
〜　

日
�
午

２０

２２

後
１
時
〜
４
時
（
受
け
付
け
は
零
時

　

分
か
ら
）

３０〔
会
場
〕
六
本
木
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

〔
対
象
〕
平
成　

年
３
月
大
学
院
・

１９

大
学
・
短
大
・
高
専
等
卒
業
予
定
者

お
よ
び
お
お
む
ね　

歳
未
満
の
同
学

３０

歴
の
既
卒
者

〔
問
い
合
わ
せ
〕
学
生
職
業
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
�
（
３
５
８
９
）
８
６

０
９

 
�
平
成　

年
度
第
１
回
狛
江
市
国
民

１８

健
康
保
険
運
営
協
議
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
１
時　

２０

３０

貯
水
槽
を
所
有
ま
た
は
管
理

さ
れ
て
い
る
方
は
点
検
調
査

に
ご
協
力
を

第
２
回
「
就
職
フ
ェ
ア
」

分
か
ら

〔
会
場
〕
３
階
市
議
会
第
２
委
員
会

室〔
問
い
合
わ
せ
〕
保
険
年
金
課

�
狛
江
市
農
業
振
興
計
画
策
定
委
員

会〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
６
時
か

２８

ら〔
会
場
〕
５
０
２
・
５
０
３
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

�
狛
江
市
青
少
年
委
員
の
会
議

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
７
時
か

２０

ら〔
会
場
〕
３
０
４
会
議
室

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

 
▽
日
曜
窓
口

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前
８
時　

２５

３０

分
〜
午
後
５
時

▽
夜
間
窓
口

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
８
時
ま

２９

で〔
会
場
〕
収
納
課

　

な
お
、
平
成　

年
度
市
民
税
・
都

１８

民
税
（
第
１
期
分
）
は
、
６
月　

日
３０

�
ま
で
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
納
付
に
は
便
利
で
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
収
納
課

 　

商
店
街
の
空
き
店
舗
対
策
を
は
じ

め
商
店
街
の
活
性
化
の
よ
い
ヒ
ン
ト

を
つ
か
み
ま
し
ょ
う
。　

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
後
６
時　

２１

３０

分
〜
８
時　

分
３０

〔
会
場
〕
４
階
特
別
会
議
室

〔
定
員
〕
先
着　

人
程
度

８０

〔
講
師
〕
田
中
武
夫
さ
ん
（
足
立
区

の
東
和
銀
座
商
店
街
理
事
長
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕　

日
２０

�
ま
で
に
産
業
生
活
課
ま
た
は
狛
江

市
商
工
会
�
（
３
４
８
９
）
０
１
７

８
へ
。

 
〔
申
し
込
み
の
し
お
り
の
配
布
〕
７

月
３
日
�
〜　

日
�

１４

〔
募
集
霊
園
〕
多
磨
、
小
平
、
八
王

子
、
八
柱
、
青
山
の
５
霊
園
と
多
磨

市
税
・
介
護
保
険
料
の
納
付

お
よ
び
相
談
窓
口

商
店
が
ま
ち
を
育
て
る
・
ま

ち
が
商
店
を
育
て
る
〜
商
業

者
が
地
域
社
会
に
果
た
す
役

割（
商
店
街
振
興
講
演
会
）〜

都
立
霊
園
の
使
用
者
募
集

霊
園
合
葬
埋
蔵
施
設

〔
申
込
方
法
〕「
申
し
込
み
の
し
お

り
」
に
添
付
さ
れ
て
い
る
専
用
の
申

込
書
に
よ
り
、
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

３
日
�
か
ら　

日
�
ま
で
の
消
印
が

１４

あ
り
、　

日
�
午
前
９
時
ま
で
に
新

１９

宿
郵
便
局
が
受
領
し
た
も
の
に
限
り

受
け
付
け
ま
す
。

〔
配
布
場
所
・
問
い
合
わ
せ
〕
産
業

生
活
課
へ
。

 　

○福
 

医
療
証
が
７
月
１
日
か
ら
新
し

い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。
有
効
期
限

は
平
成　

年
６
月　

日
ま
で
の
１
年

１９

３０

間
で
す
。
こ
の
間
に　

歳
に
な
る
方

７０

は
、　

歳
に
な
る
誕
生
日
の
月
の
末

７０

日
が
期
限
に
な
り
ま
す
（
誕
生
日
が

１
日
の
場
合
は
、
前
月
の
末
日
ま
で

に
な
り
ま
す
）。

　

こ
の
医
療
証
は
、
病
院
な
ど
で
診

療
を
受
け
た
と
き
に
都
が
医
療
費
の

○福
 

医
療
証
が
新
し
く
な
り
ま
す

■所得制限基準額表（所得とは、収入から必要経費を引いたものです）

※所得から控除できるもの
１．雑損
２．医療費
３．社会保険料
４．小規模企業共済等掛金
５．障害者・特別障害者
６．配偶者特別
７．寡婦（夫）・特別寡婦
８．その他

所得制限基準額扶養者の数

２,５７２,０００円０人

３,０５２,０００円１人

３,４３２,０００円２人

３,８１２,０００円３人

４,１９２,０００円４人

訂　
　

正　

　

広
報
こ
ま
え
６
月
１
日
号
に

掲
載
の
「
東
京
外
か
く
環
状
道

路
」
の
都
市
計
画
変
更
案
お
よ

び
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の
縦

覧
と
説
明
会
に
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

〔
都
市
計
画
変
更
案
お
よ
び
環

境
評
価
準
備
書
の
縦
覧
〕

誤　

６
月
２
日
�
〜
７
月
１
日

　
　

�

↓

正　

６
月
２
日
�
〜
７
月
３
日

　
　

�

〔
意
見
書
の
提
出
〕

提
出
期
限
は
７
月　

日
�
ま
で

１８

で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
計
画
課



���������	
��

�����

��
�
��
�

 
■
マ
マ
・
パ
パ
学
級

　

現
在
第
１
子
妊
娠
中
の
お
母
さ

ん
・
お
父
さ
ん
の
た
め
の
講
座
で
す
。

楽
し
く
学
び
な
が
ら
お
友
達
づ
く
り

を
し
ま
せ
ん
か
。

〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
育
児
学
級

　

５
・
６
カ
月
児
の
保
育
と
離
乳
食

（
初
期
）
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
す
。

受
講
中
は
、
赤
ち
ゃ
ん
を
お
預
か
り

し
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
６
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

２０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

ン
タ
ー
〔
持
ち
物
〕
母
子
健
康
手
帳
・

筆
記
用
具
・
バ
ス
タ
オ
ル
・
赤
ち
ゃ

ん
の
飲
み
物
な
ど

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

■
チ
コ
リ
の
会（
在
宅
介
護
者
の
会
）

　

よ
り
明
る
く
介
護
が
で
き
る
よ
う

に
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
者
や
介
護
に

関
心
の
あ
る
者
が
集
ま
っ
て
情
報
交

換
や
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
参

加
も
欠
席
も
自
由
で
負
担
の
な
い
範

囲
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
者
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
時

間
を
持
っ
て
少
し
で
も
楽
に
な
り
せ

ん
か
。

〔
日
時
〕
原
則
毎
月
第
４
火
曜
日
午

後
２
時
〜
４
時
〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ

あ
セ
ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 
■
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

〔
日
時
〕
７
月
４
日
�
受
付
時
間
は

午
前　

時
〜　

時　

分
〔
会
場
〕
あ

１０

１０

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
生
後

３
〜
６
カ
月
未
満
の
乳
児
（
平
成　
１８

年
１
月
５
日
以
降
の
生
ま
れ
）〔
持
ち

物
〕
母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
※
生

後
３
カ
月
以
上
の
方
で
予
診
票
の
な

い
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

ン
タ
ー

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
健
康

課
�
（
３
４
８
８
）
１
１
８
１
へ
。

 
■
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診

　

左
表
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。
左

下
表
の
実
施
医
療
機
関
に
直
接
予

約
・
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
乳
が
ん
検
診
は
、
視
診
・

触
診
後
、
指
定
日
に
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
を
行
う
セ
ッ
ト
検
診
と
な
り
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
７
月
３
日
�
受
付
時
間
は

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年　

月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１６

１２

母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
保
険
証
・

現
在
使
っ
て
い
る
お
子
さ
ん
の
歯
ブ

ラ
シ
※
対
象
者
に
は
個
別
に
問
診
票

を
送
付
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
３
歳
児
健
康
診
査

〔
日
時
〕
７
月　

日
�
受
付
時
間
は

１３

午
後
１
時
〜
１
時　

分
〔
会
場
〕
あ

３０

い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
対
象
〕
平
成

　

年
６
月
生
ま
れ
の
幼
児〔
持
ち
物
〕

１５母
子
健
康
手
帳
・
問
診
票
・
目
と
耳

の
ア
ン
ケ
ー
ト
・
尿
・
保
険
証
※
対

象
者
に
は
個
別
に
問
診
票
を
送
付
し

ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
健
康
課
�
（
３
４

８
８
）
１
１
８
１

■
妊
婦
歯
科
健
診

　

妊
娠
中
の
方
（
初
産
婦
・
経
産
婦
）

を
対
象
に
、
歯
科
健
診
を
行
い
ま
す
。

な
る
べ
く
妊
娠
中
期
に
お
受
け
く
だ

さ
い
。

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
受
付
時
間
は

２３

午
後
１
時
〜
１
時　

分
（
３
時　

分

１０

３０

終
了
予
定
）〔
会
場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ

○
狛
江
消
防
署

　
　

�
（
３
４
８
０
）
０
１
１
９

○
ひ
ま
わ
り

　
　

�
（
５
２
７
２
）
０
３
０
３

　
　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
トh

ttp
:

//w
w
w
.h
im
aw
ari.m

etro.tokyo.jp/

〔
診
療
日
〕　

日
・　

日

１８

２５

〔
受
付
時
間
〕午
前
９
時
〜　

時
１１

　

分
・
午
後
１
時
〜
４
時　

分

３０

３０

〔
会
場
〕あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー

○
休
日
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
２
１

○
休
日
歯
科
応
急
診
療
所

　
　

�
（
３
４
８
８
）
９
１
７
１

○
休
日
診
療
薬
局

　
　

�
（
３
４
８
８
）
１
５
１
９

〔
診
療
日
〕
月
〜
金
曜
日
（
当
院

の
休
診
日
は
除
く
）

〔
受
付
時
間
〕午
後
７
時
〜
９
時

　

分
３０〔

対
象
〕　

歳
以
下
の
急
病
の
お

１５

子
さ
ん

○
慈
恵
第
三
病
院
内
「
狛
江
・
調

布
小
児
初
期
救
急
平
日
準
夜
間

診
察
室
」

※
事
前
に
電
話
を
し
て
か
ら
受
診

　
　

�
（
３
４
８
８
）
２
０
６
１

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
�

���
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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状
態
が
比
較
的
軽
度
な
方
は
、

過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
で
、
こ

れ
ま
で
で
き
て
い
た
生
活
動
作

や
機
能
が
低
下
す
る
こ
と
が
あ

る
一
方
、
適
切
に
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
低
下
を
防

止
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

重
度
化
を
予
防
す
る
サ
ー
ビ

ス
に
は
、
介
護
認
定
で
要
支
援

１
・
２
と
認
定
さ
れ
て
い
る
方

が
受
け
ら
れ
る
「
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
」
と
、
よ
り
軽
度
な
方

な
ど
が
受
け
ら
れ
る
「
地
域
支

援
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
は
、

あ
い
と
ぴ
あ
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
�
（
５
４
３
８
）
３
５

６
５
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
、

そ
こ
で
作
成
さ
れ
る
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
計
画
に
沿
っ
て
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
要
介
護
１
〜
５
と
認
定
さ

れ
た
方
が
受
け
る
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
と
は
異
な
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
地
域
支
援
事
業
」
に
は
、
運

動
機
能
の
向
上
や
栄
養
状
態
の

改
善
、
口
腔
ケ
ア
を
目
的
と
し

た
専
門
的
メ
ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、

会
食
会
や
健
康
セ
ミ
ナ
ー
、
西

河
原
公
園
で
行
う
「
う
ん
ど
う

教
室
」
な
ど
、
気
軽
に
ご
参
加

で
き
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
利
用
す
る
方
の
希

望
や
心
身
の
状
況
に
合
わ
せ
、

自
立
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス

で
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
高
齢
福
祉
課

　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
公
の
施

設
の
管
理
運
営
に
関
す
る
新
た
な

制
度
で
す
。

　

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
市
民
ニ

ー
ズ
に
効
果
的
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
各

種
団
体
や
民
間
事
業
者
に
お
い
て

も
十
分
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
能
力
を

持
つ
と
こ
ろ
が
増
え
て
き
て
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
地
方
自
治
に
お

け
る
規
制
緩
和
や
市
場
開
放
の
一

環
と
し
て
、
平
成　

年
の
地
方
自

１５

治
法
改
正
に
よ
り
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　

公
の
施
設
と
は
、
住
民
の
福
祉

を
増
進
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
住

民
の
利
用
に
供
す
る
た
め
に
地
方

公
共
団
体
が
設
置
す
る
施
設
を
い

い
、
文
化
ホ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
施

設
、
公
園
、
保
育
園
、
児
童
館
、

学
校
、
図
書
館
な
ど
が
代
表
的
な

も
の
で
す
。

　

以
前
か
ら
公
の
施
設
の
管
理
運

営
を
、
条
例
の
定
め
に
従
い
、
外

部
へ
委
託
す
る
こ
と
が
可
能
で
し

た
が
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、

民
間
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
幅
広
く
管

理
運
営
を
委
ね
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
有
効
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
企
画
経
営
室

■乳がん・子宮がん検診

実施期間検診内容費　用対　　象 

７月１日�
～３１日�

視診・触診とマンモグラフィ
（乳房Ｘ線検査）

２,１００円
（税込み）４０～４９歳の市民

乳　が　ん
１,０５０円
（税込み）５０歳以上の市民

細胞診無料２０歳以上の市民
子宮頚がん

子宮体がん

※乳がん・子宮がんの受診間隔は２年に１度です（昨年度受診した方は、今年度は
受診できません）。

※子宮体がんは、受診者が同意する場合頚部がん検診に併せて受診できます。

■各種検診実施医療機関

子宮がん乳がん電話番号所　在　地医療機関名

○（３４８９）３８３０和泉本町３－３－１８岩 瀬 外 科 内 科

○○（３４８０）４１２２中 和 泉５－１０－１８松　 岡　 医　 院

○○（３４８８）１１０３東 和 泉１－１９－５保坂産婦人科クリニック

○（５４９７）１２３８　   〃　   ３－３－９和泉多摩川クリニック

○（３４３０）１２１４岩 戸 南１－４－１１一の橋内科皮フ科

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
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�
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�
中
央
公
民
館 

　
　
　

�
（
３
４
８
８
）
４
４
１
１

■
青
年
教
室
（
狛
プ
ー
）
コ
ピ
ー
ラ

イ
タ
ー
入
門
講
座　
〔
日
時
〕６
月　
２２

日
�
・　

日
�
午
後
７
時
〜
９
時〔
対

２９

象
〕
青
年
※
事
前
申
込
制

 
�
上
和
泉
地
域
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
９
１
０
１

■
上
和
泉
お
は
な
し
会　
〔
時
間
〕各

回
と
も
▽
０
歳
か
ら
の
部
午
後
３
時

　

分
か
ら
▽
４
歳
か
ら
の
部
３
時　

１５

４５

分
か
ら
▽
６
月　

日
�
〔
絵
本
〕
み

１９

ず
た
ま
レ
ン
ズ
・
だ
ぶ
だ
ぶ
・　

ひ
１４

き
の
せ
ん
た
く
▽　

日
�
〔
絵
本
〕

２６

て
ん
ぐ
だ
い
こ
・
ピ
ー
う
み
へ
い
く
・

か
っ
ぱ
わ
く
わ
く

�
南
部
地
域
セ
ン
タ
ー 

　
　
　

�
（
３
４
８
９
）
２
１
５
０

■
な
ん
ぶ
お
は
な
し
会　
〔
日
時
〕６

月　

日
�
午
後
３
時　

分
か
ら
〔
対

１６

３０

象
〕
幼
児
〜
小
学
校
低
学
年
〔
絵
本
〕

か
さ
ど
ろ
ぼ
う

〔
お
は
な
し
〕
ね

こ
の
名
前
〔
折
り

紙
〕
ね
こ

〔
申
込
期
間
〕
６
月　

日
�
〜
７
月

２１

　

日
�
〔
試
験
日
〕　

月　

日
�

２０

１０

２２

〔
問
い
合
わ
せ
〕
東
京
都
高
齢
者
研

究
・
福
祉
振
興
財
団
�
（
５
２
０
６
）

８
７
３
５

 
■
介
護
予
防
普
及
啓
発
事
業

▽
生
活
習
慣
病
を
防
ご
う　
〔
日
時
〕

７
月　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
３
時

１４

３０

〔
講
師
〕
管
理
栄
養
士

▽
元
気
に
な
る
食
事　
〔
日
時
〕７
月

　

日
�
午
後
１
時　

分
〜
３
時
〔
講

２１

３０

師
〕
管
理
栄
養
士

▽
転
倒
予
防
体
操　
〔
日
時
〕７
月　
２８

日
�
午
後
１
時　

分
〜
３
時〔
講
師
〕

３０

作
業
療
法
士

〔
定
員
〕
各
先
着　

人
２０

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
ま
え
苑
�

（
３
４
８
９
）
２
４
１
７
へ
。

■
講
演
会
「
ダ
ウ
ン
症
児
の
健
康
管

理
と
療
育
」

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

２８

１０

正
午
〔
対
象
〕
就
学
前
の
ダ
ウ
ン
症

児
の
家
族
、
お
子
さ
ん
に
関
わ
る
職

種
の
方
、
関
心
の
あ
る
方
〔
定
員
〕

先
着　

人
〔
講
師
〕
日
暮
眞
さ
ん

７０

（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
多
摩

府
中
保
健
所
�
０
４
２
（
３
６
２
）

２
３
３
４
へ
。

■
視
覚
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

　

視
覚
障
が
い
者
用
音
声
認
識
ソ
フ

ト
を
使
い
、
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
な
ど
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
を
勉
強

し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
パ
ソ
コ
ン
に

触
っ
た
こ
と
の
な
い
初
心
者
の
方
も

安
心
し
て
参
加
で

き
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
８

日
�
午
前
９
時　
３０

分
〜
正
午
、
以
降
毎
月
第
２
土
曜
日

開
催
（
全
７
回
、
８
月
は
除
く
）〔
会

場
〕
あ
い
と
ぴ
あ
セ
ン
タ
ー
〔
定
員
〕

７
人
※
申
込
多
数
の
場
合
、
初
心
者

優
先
の
う
え
抽
選
〔
参
加
費
〕
１
回

に
つ
き
３
０
０
円

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
障
害
者
地
域
自
立
生

２９活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
サ
ポ
ー
ト
」
�

（
５
４
３
８
）
３
５
３
３
、
�
（
３

４
３
０
）
９
７
７
９
へ
。

 
■
夏
季
臨
時
職
員

〔
職
種
〕
保
育
士
〔
応
募
資
格
〕
保

育
士
ま
た
は
幼
稚
園
教
諭
の
資
格

（
保
育
士
養
成
学
校
等
在
学
中
の
学

生
も
可
。
１
年
生
は
除
く
）
の
あ
る

方
〔
勤
務
期
間
〕
７
月　

日
�
か
ら

１４

９
月　

日
�
ま
で
の
市
が
定
め
る
期

１３

間
〔
勤
務
時
間
〕
午
前
８
時　

分
〜

３０

午
後
５
時　

分
〔
勤
務
場
所
〕
市
立

１５

保
育
園
〔
募
集
人
員
〕　

人
程
度
※

１０

人
数
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
６
月

　

日
�
ま
で
に
履
歴
書
・
資
格
証
明

３０書
・
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
児
童
福

祉
課
へ
。

■
夏
！
体
験
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０

６〔
期
間
〕
７
月　

日
�
〜
９
月　

日

２１

１５

�
（
１
日
の
み
の
活
動
も
可
能
）〔
対

象
〕
小
学
校
４
年
生
以
上
（
社
会
人

も
歓
迎
）〔
内
容
〕
高
齢
・
障
が
い
・

子
ど
も
・
国
際
協
力
な
ど
各
分
野
の

施
設
や
グ
ル
ー
プ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
〔
事
前
説
明
会
〕
７
月
１
日
�

午
後
、
５
日
�
午
前
、　

日
�
午
後
、

１１

　

日
�
午
後
〔
申
込
方
法
〕
７
月
１

１３日
�
か
ら
８
月
１
日
�
ま
で
に
社
会

福
祉
協
議
会
窓
口
で
配
布
ま
た
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

る
申
込
書
を
本
人
が
窓
口
へ
持
参

〔
参
加
費
〕
３
０
０
円
（
保
険
料
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま

え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
�（
３

４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

■
子
ど
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル

参
加
者

〔
日
時
〕
７
月
８
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時
〔
会
場
〕
和
泉
小
学
校

〔
対
象
〕
小
学
校
４
〜
６
年
生
〔
定

員
〕　

人
〔
内
容
〕
車
い
す
バ
ス
ケ

３０

ッ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
「
東
京
グ
レ
ー

ス
」
と
の
交
流

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
こ
ま

え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
�（
３

４
８
８
）
０
２
９
４
へ
。

 
�
西
河
原
公
民
館 

　
　
　

�
（
３
４
８
０
）
３
２
０
１

■
こ
ま
え
市
民
大
学
・
地
域
（
協
力
・

�
電
力
中
央
研
究
所
）連
携
講
座「
ヒ

ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
〜
人
間
は
な
ぜ
間

違
え
る
の
か
〜
」　

〔
日
程
・
内
容
〕

▽
７
月
８
日
�
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
と

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
▽　

日
�
生
理

１５

特
性
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
▽　

日
２２

�
心
理
特
性
と
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー

〔
時
間
〕
午
後
２
時
〜
４
時
〔
講
師
〕

吉
村
誠
一
さ
ん
（
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ァ

ク
タ
ー
研
究
セ
ン
タ
ー
副
セ
ン
タ
ー

長
）〔
定
員
〕　

人
５０

 
■
法
律
・
税
務
・
年
金
・
外
国
人
合

同
無
料
相
談
会

〔
日
時
〕
６
月　

日
�
午
前　

時
〜

１７

１０

正
午
（
受
付
時
間
は
９
時　

分
〜　

３０

１１

時　

分
）〔
会
場
〕
中
央
公
民
館

３０
※
外
国
人
の
方
で
も
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
中
国
語
・
ハ

ン
グ
ル
・
英
語
の
通
訳
者
が
お
手
伝

い
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
産
業
生
活
課

■
七
夕
ま
つ
り

▽
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
「
幼
児
と
マ
マ
の
体

操
教
室
」　

〔
日
時
〕６
月　

日
�
午

３０

前　

時　

分
〜
正
午
〔
対
象
〕
幼
稚

１０

３０

園
入
園
前（
平
成　

・　

年
生
ま
れ
）

１５

１６

の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん
〔
定
員
〕

　

組
〔
講
師
〕
小
田
憲
子
さ
ん
（
世

２５田
谷
区
親
子
体
操
指
導
者
協
議
会
指

導
員
）

▽
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
「
子
育
て
応
援
ク
ッ

キ
ン
グ
」　

〔
日
時
〕７
月
７
日
�
午

前　

時
〜
午
後
１
時
〔
対
象
〕
幼
稚

１０
園
児
を
持
つ
お
母
さ
ん
〔
定
員
〕　
２０

人
〔
講
師
〕
今
田
緑
さ
ん
・
椎
野
一

恵
さ
ん（
狛
江
栄
養
士
会
）〔
参
加
費
〕

５
０
０
円

〔
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
〕

野
川
地
域
セ
ン

タ
ー
�
（
３
４

８
０
）
２
２
１
１
へ
。

■
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
（
ヨ
ー
ロ
ピ
ア

ン
）
で
ウ
ェ
ル
カ
ム
ボ
ー
ド
を
作
ろ

う〔
日
時
〕
７
月
４
日
�
午
後
１
時　
３０

分
〜
４
時
〔
定
員
〕
先
着　

人
〔
費

２０

用
〕
９
０
０
円
（
材
料
費
）〔
講
師
〕

石
井
佳
代
さ
ん
〔
持
ち
物
〕
エ
プ
ロ

ン
・
汚
れ
て
も
よ
い
布
（
タ
オ
ル
等
）

〔
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
〕
南
部

地
域
セ
ン
タ
ー
�
（
３
４
８
９
）
２

１
５
０
へ
。

 
■
や
さ
き
や
ま
文
庫
の
休
館

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
毎
週
土
曜

日
午
前　

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開

１０

館
し
て
い
る「
や
さ
き
や
ま
文
庫（
第

三
小
学
校
）」
は
、
６
月　

日
�
は
学

２４

校
の
事
業
の
た
め
休
館
し
ま
す
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課

■
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
停
止

　

６
月　

日
�
は
、
施
設
予
約
シ
ス

２７

テ
ム
保
守
点
検
の
た
め
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
お
よ
び
ロ
ビ
ー
端
末
の
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

〔
問
い
合
わ
せ
〕
社
会
教
育
課
、
西

河
原
公
民
館
、中
央
公
民
館
、体
育
課

■
東
京
都
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研

修
受
講
試
験

〔
受
験
要
項
配
布
〕
６
月　

日
�
〜

１２

７
月　

日
�
福
祉
総
合
相
談
窓
口

２０

�
和
泉
児
童
館 

　
　

�
（
３
４
８
０
）
１
４
４
１

■
ひ
ま
わ
り
リ
ト
ミ
ッ
ク　
〔
日

時
〕
６
月　

日
�
▽
Ａ
ク
ラ
ス
午

２８

前　

時
か
ら
▽
Ｂ
ク
ラ
ス　

時
か

１０

１１

ら
〔
対
象
〕
１
歳
以
上
の
幼
児
親

子
〔
定
員
〕
各　

組
〔
申
し
込
み
〕

３０

　

日
�
か
ら

１６■
映
画
会　
〔
日
時
〕　

日
�
午
後

２６

３
時
か
ら
〔
対
象
〕
小
学
生
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）〔
内
容
〕「
Ｄ

ｒ
ス
ラ
ン
プ
ア
ラ
レ
ち
ゃ
ん
」

■
工
作
タ
イ
ム　
〔
日
時
〕　

日
�

１９

午
後
３
時　

分
〜
４
時　

分
〔
対

３０

３０

象
〕小
学
生〔
定
員
〕先
着　

人〔
内

１０

容
〕
ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
作
り

�
岩
戸
児
童
セ
ン
タ
ー 

　
　

�
（
３
４
８
９
）
５
４
１
４

■
ふ
れ
あ
い
の
音
楽
会　
〔
日
時
〕

７
月
１
日
�
午
後
３
時
〜
４
時

〔
対
象
〕
乳
幼
児
親
子
・
小
学
生

〔
内
容
〕
音
楽
大
学
の
学
生
に
よ

る
演
奏
会

�
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
　

�
（
５
４
３
８
）
６
６
０
６

■
子
育
て
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
「
キ
レ
ナ

イ
子
に
育
て
る
に
は
〜
笑
顔
・
じ

ゃ
れ
つ
き
遊
び
・
友
だ
ち
〜
」　

〔
日
時
〕
７
月
１
日
�
午
前　

時
１０

　

分
〜　

時　

分
〔
対
象
〕
乳
幼

３０

１１

３０

児
保
護
者
〔
定
員
〕　

人
〔
講
師
〕

１５

中
川
信
子
さ
ん
（
言
語
聴
覚
士
）

�
多
摩
川
保
育
園 

�
０
４
２
（
４
８
３
）
４
６
６
７

■
園
庭
開
放　
〔
日
時
〕６
月　

日
２１

�
午
前　

時
〜　

時

１０

１１

������������������������������������������������������������������


